[bookmark: _GoBack]　　国産天体望遠鏡産業躍進の背景
　
Ⅰ.はじめに

　ある時期、独自のスタイルの日本製小型天体望遠鏡が世界の市場を席巻していたことを知り、国産市販望遠鏡の黎明期についての調査、研究を開始した。
その背景、きっかけとなった事象、原動力を知る。
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これまでの調査より、今後、国産市販天体望遠鏡の歴史を考察する上で、以下のように定義する。
	準備期		（望遠鏡伝来）～大正15年	西暦：1613～1926年
黎明期		昭和元年～昭和31年		　　　1926～1956年
黎明期Ⅰ：（戦前・戦中）1926-40／黎明期Ⅱ：(戦後)1941-56	
	成長期		昭和32年～昭和60年		　　　1957～1985年
	安定期		昭和61年～現代			　　　1986～2018年

　Ⅱ、調査の方法
　　以下のステップにて、調査する。
　　
1． 統計資料の再確認
これまで、統計資料の確認と、読み解きに多くの時間をかけてきた。
最終的には得られるすべてのデータを吟味して、それをベースとしたいが、これまで調査してきた
データをグラフ化し、概要を考察する。
(1) 経済産業省工業統計調査
通産省HP、工業統計結果として、アーカイブスを合わせると1909～2014年(1910-13,15,18,43,44年はデータ無)の品目ごとの生産額が掲載されている。天体望遠鏡という品目は無く、望遠鏡となっているが、1926,27,47-49品目が無い。また、1950-55年データは（望遠鏡と双眼鏡）となっている。
また、1981年より「従業員４名以上の事業所」のデータとしているが、それまでの年度の統計資料と（中訳もなく横並びに記載していることから）特に区別していない。
生産額は、物価の影響を受ける為、物価補正値を定義しその変動を見る。

　　(2) 商品生産輸出入物量累年統計表（島野隆夫著、有恒書院、1980）
1960年以前の生産と輸出を結ぶ唯一の資料と考えている。通産省の機械統計年表と大蔵省の日本外国貿易年表を中心に、島野氏の推定や重量からの換算や、大変苦労してつぎはぎしたものである。また、本データにおける「望遠鏡」には双眼鏡やオペラグラスが含まれており、天体望遠鏡からは遠くなる。絶対値の精度も無く傾向をしる程度ではあるが貴重である。1960年までしかないのは、日本外国貿易年表が1960年に終了したためと考えられる。
　今後、氏の推定をトレースし、より精度を上げていきたい。

(3)財務省貿易統計（1970～87年）
財務省から貿易統計データが提供されている。
1970-87年においては、輸出品別国別表に「天体観測用の機器」「天体観測用の部分品及び付属品並びにその取付具」という品目に区別されている。1969年以前、1988年以降については品目が変わり推移を引き継げるデータがあるか、確認中である。今回は、(2)の統計表で黎明期。(3)のデータで2008-2017においてはれまで、望遠鏡工業会への問合せ、経済産業生産動態統計、財務省貿易統計等を調べてきたが、年毎に区分が違ったり、ベースとなる情報回収率の差からか連続性がなかなか取れたデータを見つけることができなかった。黎明期と成長期にスポットを当て、アウトラインについて考察する。

2． 国産市販望遠鏡の黎明期、成長期を中心にその時代背景を知る

(1)世界情勢との関係　　	時代背景を知る

(2)望遠鏡産業界　　		シーズについて知る。

(3)市民の宇宙と天体望遠鏡への関心について
天体望遠鏡のニーズを知るため、市民の関心度がどのように変化していったかを知る。

国際的な大事件。産業の発達。望遠鏡産業に与えた影響などを調べ、国内望遠鏡産業界が活性化し、世界に進出した理由、きっかけを考えていく。

3． 考察する
Ⅲ.調査結果
1． 統計データ
(1)経済産業省工業統計調査

天体望遠鏡の生産額のみを数値化されたものが公表されていない。ただ、地上望遠鏡を含む望遠鏡の生産金額については、経産省工業統計に情報があり、多くの天体望遠鏡メーカーが地上望遠鏡も作っていたこともあり、目安となる。図１と同じデータを元とするが、長期間の傾向を示すために、一部推定値が入っている。それを除き同じ精密光学品である双眼鏡、及び顕微鏡と比較して推移を示す。
　　　　　　図２　望遠鏡　と　双眼鏡、顕微鏡　の生産額推移(×千円)
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注） ・生産額は、経産省工業統計調査結果、1981年より従業員4名以上の事業所の集計と明記されているが補正をしていない。
　　 ・物価補正値＝（生産額/1,000,000）/物価指数、物価指数は1926-1975は日銀1935年基準の値　
　　 ・プロットがない年については情報がない。1949-55においては「望遠鏡＋双眼鏡」のデータのみ有.



　黎明期Ⅰにおいては、双眼鏡と天体望遠鏡の生産レベルは同等であり、顕微鏡より多い。
ただ、顕微鏡においては戦時中まで需要があり、望遠鏡は双眼鏡に対しても生産の落ち込みが早い。。
これは、戦争が迫るひっ迫した状況において、軍用に双眼鏡を望遠鏡より重宝したためと推定する。戦争状態で物資が乏しくなると、全ての需要が無くなる。
　黎明期Ⅱ、戦後復興時においては、望遠鏡が一番緩慢な上昇カーブを見せる。それに比較して、顕微鏡、特に双眼鏡の伸びが激しい。生産量も望遠鏡の数倍となり黎明期Ⅰと大きな差を示す。
後の調査で、双眼鏡等はアメリカを中心に急速に輸出を増加させた状況が分かった。なお、1960年から61年においての落ち込みについてはアメリカ、スウェーデン向けの双眼鏡輸出の不振が記録されている（「戦後日本の貿易20年史」通商産業省通商局、1967、P188.189）。
望遠鏡の成長期とする1961-85年においては、望遠鏡とともに顕微鏡も順調に伸びている。ただ伸び率は顕微鏡が上回っており、逆に双眼鏡はあまり伸びていない。成長期の終焉1986年については、これまでの調査でプラザ合意による円安時代の終焉による輸出の減少が原因と考えられる。
　　　　　安定期においては、緩やかな下降が見えるが、双眼鏡ほどのおちこみもなく、顕微鏡程の乱高下もない。顕微鏡については半導体産業の隆盛やデジタル化が影響しているのではないか。
	
　　　　　　　　　　　　表１　望遠鏡、双眼鏡、顕微鏡の比較
	　
	　
	　
	　
	各年望遠鏡を１00とした相対値
	　
	期間⑥の値を100とした相対値

	
	
	
	　
	望遠鏡
	双眼鏡
	顕微鏡
	　
	望遠鏡
	双眼鏡
	顕微鏡

	黎明期Ⅰ
	①
	1933-37(平均)
	　
	100 
	132 
	14 
	　
	45 
	340 
	2 

	黎明期Ⅱ
	②
	1956-58
	　
	100 
	421 
	145 
	　
	36 
	614 
	19 

	成長期
	③
	1963-67
	　
	100 
	344 
	233 
	　
	85 
	1242 
	73 

	
	④
	1980-84
	　
	100 
	148 
	277 
	　
	161 
	1318 
	165 

	安定期
	⑤
	1987-91
	　
	100 
	209 
	452 
	　
	116 
	1178 
	193 

	
	⑥
	2010-14
	　
	100 
	30 
	270 
	　
	100 
	100 
	100 




(2) 商品生産輸出入物量累年統計表（島野隆夫著、有恒書院、1980）
　　　「商品生産輸出入物量累年統計表」（島野隆夫著、有恒書院、1980）に1960年までの望遠鏡の生産、輸入、輸出に対し、台数と、重量についてのデータがある。それをグラフ化した。
(1) のデータの“望遠鏡”と違うのは、地上用望遠鏡に加え、双眼鏡、オペラグラス等も含めた値
となり、より天体望遠鏡から遠くなった。また1960年までのデータしかない。
島野氏が大変苦労して集計されている背景として、生産と貿易データの拠り所とする資料が異質のものであるうえに、それぞれにおいても業者へのアンケートや自己申請をベースとしたり、年毎に分類の変更などがあったりで、時系列でみても一貫したデータとなっていない為である。1980年発行の資料ではあるが、1960年までしか統計されていないのは、「日本外国貿易年表（大蔵省、各年）」が1960年までしか発行されなかった為かもしれない。1961年の「貿易年鑑（日本関税協会、各年）」では双眼鏡の値しか出てこない。
本研究においては、天体望遠鏡の黎明期を中心に成長期までを研究対象とするため、島野氏の推定が入りつぎはぎであっても、現時点では黎明期に対するデータとしては貴重なものとなっている。
　　　　
　　　　　　　図３　望遠鏡生産、輸入、輸出台数　（望遠鏡は双眼鏡、オペラグラス含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　「商品生産輸出入物量累年統計表」（島野隆夫著、有恒書院、1980）(×千台)

輸入台数
1912-19；日本貿易精覧(東洋経済新聞社、S10)
1920-43；著者の推定　（期間中　0）
1944-59；日本外国貿易年表(大蔵省､各年)、44-49データ無。他0
1960　 ；日本外国貿易年表(大蔵省､S35)

輸出台数
1912-14；著者の推定
1915-18；著者の推定(生産の10％)
1919-37；著者の推定(生産の5％)
1938-43；日本外国貿易年表(大蔵省､各年)
1944-48；日本外国貿易年表(大蔵省､各年) 重量より0.5㎏/個として計算
1949　 ；日本外国貿易年表(大蔵省､各年)金額より1790円/個で計算
1950-59；日本外国貿易年表(大蔵省､各年)
1960　 ；日本外国貿易年表(大蔵省､S35)
1955-60；機械統計年表(通産省､S35)より著者の推定で２倍
生産台数
1912-18；著者の推定
1919-47；工業統計50年史(通産省､S37)重量より1.2㎏/個として計算
1948,49；機械統計年表(通産省､S27)より著者の推定で２倍
1950-54；機械統計年表(通産省､S30)より著者の推定で２倍
1955-60；機械統計年表(通産省､S35)より著者の推定で２倍









　　　　　グラフを見ると、戦前、昭和９年に一時86万台まで増えた数量はほとんど国内需要に向けら
れている。逆に戦後は輸出に向けられている。戦後の値は、双眼鏡に依存している。
できる。





〇生産、輸出に関する特徴
　　　同じ精密光学機器である顕微鏡やカメラと比較する。比較しやすいように重量データを採用した。
　　ただ残念なのが、望遠鏡のデータが双眼鏡も含んでいることで、(1)の結果により双眼鏡の輸出に依存したものとなっている可能性が大変大きい。それを考慮する。
　　　黎明期Ⅰにおいては、顕微鏡との違いがある。顕微鏡においては戦争直前から戦時中までピークがあり、
　　戦争に関連する需要であることが分かる。望遠鏡においては戦争が近づくにつれ生産量が減少する。
　　贅沢品として倹約の対象となった庶民向けが含まることを示しているものと考えられる。すべてに
共通して輸出はほとんどなかった。
　黎明期Ⅱにおいて、生産量の上昇において時期的には望遠鏡、顕微鏡、カメラの順番ではあるが、望遠
鏡と顕微鏡の差は少ない。輸出においては、同じ順番ではあるが、顕微鏡、カメラに比べ、明らかに時期
も早く上昇率も高い。天体望遠鏡の輸出に関しては1951年からであり、双眼鏡の輸出が速くかつ急上昇
したことが要因と考えられる。1957年頃生産も輸出も急上昇した時代においては、同時に国内需要も
増加したことが読み取れる。また、生産に対し輸出比率が最も高かったのは望遠鏡であった。

　　　　図４　望遠鏡、顕微鏡、カメラ、生産、輸出量推移　（望遠鏡は双眼鏡、オペラグラス含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　「商品生産輸出入物量累年統計表」（島野隆夫著、有恒書院、1980）(×トン)




(2) 財務省貿易統計（1970～87年）
天体望遠鏡の直接的なデータとして貴重である。
　　1985年の急上昇は、当時を知るものにとってはハレー彗星回帰に天文熱の盛り上がりによるものとよるものと、容易に推定できる。落ち込みは、ハレー彗星が期待ほど明るくならなかったことと、プラザ合意による円高誘導の決定が大きな要因である。

　　　　　　　図５　天体望遠鏡の輸出量と輸出額　（1970-87年）
重量
(千kg)
金額
(億円)
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2． 望遠鏡販売に関係する時代背景
(1)世界情勢との関係
世界の市場を席巻した天体望遠鏡。望遠鏡の生産額として見た時、世界情勢とどのような関係があったか、まずは概要からみていく。

（準備期）
　　図４で見られるように、若干の生産があるものの、これまでの調査で日本光学工業の生産数であり、市民への国産品の流通はほとんどなかった。

（黎明期Ⅰ）
　　前回のレポートで報告したように、真の意味での国産市天体望遠鏡は、大正15-昭和2（1926-27）年の五藤光学研究所のものからであった。世界恐慌があったものの、その後光学普及社(ダウエル)がより廉価な望遠鏡販売を開始。輸出も開始した。当時の天体望遠鏡は地上用接眼レンズが標準で付属されており、地上望遠鏡としての機能を求めて購入するものもあり、使用した。
　科学雑誌などから見ても、昭和初めから10年（1927-35）年あたりは人々の暮らしも安定し、趣味として科学を楽しむ市民も多かったように見て取れる。当時の科学雑誌のNo1と推定される「科学画報」科学画報社（後の誠文堂新光社）・月刊の販売量も多かったように推定できる（問合せで答えてもらえなかったが、古書としてこの時期のものが最も多い）。
志那事変勃発から太平洋戦争に突入するまでの間については、倹約が叫ばれ生活に最低限必要なもの以外は生産されなかった。
　生産額については1935年にピークを迎えるが、物価補正値については、係数で補正したもののが、戦前と戦後は単純に比較するのは危険かもしれない。

（黎明期Ⅱ）
　　戦後は、産業復興から高度経済成長期に至る時期に多くの天体望遠鏡メーカーが生まれそれらが、　
　活躍を開始した。望遠鏡がまず最初、1948年頃から立ち上がっているように見えるが、双眼鏡がまず世界市場に受け入れられた為であり、天体望遠鏡産業は1951,2年頃より立ち上がった。
　一ドル360円の固定レートも寄与し、安定した右上がりの上昇を示している。

（成長期）
　　ニクソンショック、第一次、二次の石油ショックなどはあったものの、望遠鏡製造量は安定して右上がりの成長を遂げてきた。特に1985年は、翌年２月のハレー彗星近日点通過を前に一大ブームがおこり、各社新製品をもって販売を伸ばした。

（安定期）
　　ハレーブームが不発に終わり、1985年のプラザ合意の円高誘導路線への変更によって、各社在庫を抱えるようになり販売数は大幅減。それ以降、初心者向けとともに、マニア向けの高級機種や、特定機種に特化した生き残り策を講じ、現在に至る。

　　[image: ]図６　世界情勢と、生産推移　　　（棒グラフは生産額物価補正値：データは図１参照）　
←円/＄ﾚｰﾄ
（1926-28,43,44,47-49年はﾃﾞｰﾀ無

(2)望遠鏡産業界

1 光学機器メーカー、天体望遠鏡メーカーの誕生（準備期）
日露戦争の経験から明治３５年頃から軍部主体で光学機器の研究が開始されていたが、海洋国である日本においては、戦艦の能力を決める測距儀等の複雑な光学系は主にイギリス、ドイツからのの輸入で賄われていた。ただ、第一次世界大戦（1914/大正3年～1918/大正7年）で英独から輸入が止まったことで、軍部はいっそうの危機感を持った。
そこで、1917/大正６年軍部主体で、三菱財閥総帥岩崎小弥太の号令をもって東京計器製作所の光学計器部、岩城硝子製造所の探照灯部門の合弁により、日本光学工業株式会社（現在のNikon、日本光学とする）が設立された。翌年に藤井レンズ製造所を吸収し、一大光学機器メーカーが誕生した。
日本光学では、B&S社での技術研修の結果をもってしても満足な測距儀を作ることができなかった為、大戦後のドイツ人技師を獲得し、光学機器の研究に当たらせた。天体望遠鏡については、彼らを中心に1920/大正９年頃より研究を開始し、1922/大正11年から生産を開始した。当初の製品は、まったくドイツCARL ZEISS JENA社（以降ツアイスとする）のコピーで、高額であったためほとんど売れなかったが、ただ、日本に光学技術と天体望遠鏡製造産業が生まれた瞬間であった。
その後、日本は第一次世界大戦の大戦景気による経済成長を背景に八八艦隊案が議会を通過し海軍増強を目指したが、ワシントン海軍軍縮条約(1921年)にて計画は消滅することとなった。 日本光学でもその計画中止と1923年の関東大震災により、大幅な赤字となり、平和産業に転換するべき調査を開始した。その調査を担当したのが、五藤光学研究所（五藤光学とする）の五藤斉三氏であり、独立して国内初と言える庶民用の天体望遠鏡を(1926年に広告を出し)1927年発売した。
2 国内市場の創出　（黎明期Ⅰ）
　大正時代まで日本光学製の天体望遠鏡はあったものの、英国オッタウェイ社やドイツ、ツアイス社からの輸入がわずかにあった程度で、市販天体望遠鏡の国内市場は無いに等しかった。昭和になり五藤光学研究所が販売を開始（1927）するとともに、月数十～百台レベルの市場が生まれた。それに続き1932年頃より光学普及社（ダウエル）がより廉価の望遠鏡を発売した。その頃には東京に光学品を取り扱う中小の下請け工場などあったようである。日本光学、ダウエル等は海外向けのカタログなどを作っていたが、輸出の統計資料は数値としては出てこない。

3 戦後から高度経済成長期（黎明期Ⅱ）
　戦後数ヶ月後には日本光学機器工業組合創立。翌年１月には光学精機工業協会設立。双眼鏡の輸出に尽力し、戦後３年目の1947年には双眼鏡の輸出が始まっている。天体望遠鏡においては1951年になるが、まだサンフランシスコ条約以前の占領下に産業の活動が開始されている。その後1950年代までに主な天体望遠鏡メーカーの多くが産声を上げた。
戦争時代に生まれたミネルヴァ光学は時期的に早すぎたのか1950年には活動停止。関西光学は時代に翻弄されながらも、1980年代までは天体望遠鏡を供給。他にアストロ光学及びアストロ光学工業、日野金属産業、ケンコー、光友社（ビクセン）等、後に活躍する多くのメーカーが望遠鏡販売を開始した。

4 理科教育振興法（1954～）と国内向け教育用天文機材の拡充　（黎明期Ⅱ）
　戦後、６・３制となり、理科教育振興法（理振法）が1954年4月に施行された。この法律に基づいた「理科教育のための設備の基準に関する細則」では、天体望遠鏡として、小中学校は有効径60㎜以上、赤道儀式、微動装置、台、太陽投影板、付属品付を、高校は有効径75㎜以上で、星用直視分光器の設置が義務づけられた。この理振法準拠の屈赤が五藤光学研究所や学校用理科教材を手広く手掛けていた島津製作所から多数供給された。
　1954年当時、小学校は（本校／分校）は22,036／4,768校、中学校は12,650／1,123校、以上合計40,577校、高校は本校3,256、分校及び定時制が1,350校、小・中学校に５万円、高校の本校に20万円としても合計約4万５千台、金額で３0億円弱の需要が生まれたわけである。統計資料においては、当時の生産額は双眼鏡と望遠鏡の合計額での値しか残っていないが1952年、53年の13.6、13.7億円から、54年、55年の20.5億円、21.9億円と、約7億円の上昇がその効果と推定される。
　1950年代末になると、各地の新制大学、特に教育系大学では大型の望遠鏡が導入されはじめ、また、各県に理科教育センターができて、ドームに入った天体望遠鏡が各地に設置されるようになってきた。
　どちらも五藤光学のシェアーが大きく、８割近くが五藤光学の売上と推定する。

5 一部天体望遠鏡メーカーの輸出成功　（黎明期Ⅱ、成長期）
　日本精光研究所（以下日本精光とする）が「初めての輸出」と広告が出たのが1951年9月の科学画報であった。
日本製光学製品カタログである「OPTICAL AND PRECISION INSTRUMENTS」の各号に天体望遠鏡の広告を掲載した天体望遠鏡メーカーを以下に示す。

1953	日本光学、旭光学工業（PENTAX、以下旭光学とする）
1955	日本光学
1957/58	日本光学、旭光学
1959/60	日本光学、旭光学、測機社(現ソキア)
1961/62	日本光学、日本精光、東和光器製作所(以下、東和光器)
1964/65	旭光学、東和光器
1966/67	旭光学、東和光器
1969/70	日本光学、旭光学、日本精光、東和光器
1973/74	日本光学、旭光学、日本精光、東和光器、五藤光学、アストロ光学工業
（以下アストロとする）、カートン光学
1978/79	日本精光、東和光機、五藤光学、カートン光学、日野金属産業

6 中小天体望遠鏡メーカーの乱立（成長期、安定期）
　　一般向け小型望遠鏡としてアストロ光学工業、日野金属産業（ミザール）、ケンコー、
　エイコー、ビクセン、カートン光学の６メーカーが1967年までに出そろい、その後のアマチュ
ア天文家に人気となる高橋製作所も同年自社ブランドの望遠鏡を発売開始した。黎明期による
小島修介氏の影響も大きい。1986年ハレー彗星の回帰と円高誘導（プラザ合意）により、多く
のメーカーが規模縮小、撤退、合併することとなったが、その前後にはたくさんのメーカーが
できては消えて行った。主なメーカーを示す
[image: ]

図７、天体望遠鏡産業界の動向
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(3) 市民の宇宙と天体望遠鏡への関心について
天体望遠鏡販売は、シーズについては(2)で示したが、ニーズの盛り上がりがないと成りたたない。
天体望遠鏡を欲する人々とそのブームについて調査した。

1 人々の天文への好奇心
明治時代に近代天文学が西洋から流入し、国内でも宇宙を研究しようという機運が生まれ、そういう人々が1908年日本天文学会を立ち上げた。天文学者は少なく、学校教員なども多くメンバーに含まれ、天文学の普及に役立った。
　京都大学の山本一清は、日本天文学会より一般向けの東亞天文学会を1920年立上げた。
会員の多くは宇宙探求を趣味としながら、普及の最前線で活躍するという現在の天文マニアと通じる方々がこの時期誕生した。天文学を庶民に広めていくという活動はそれまでなく、新しい現象だった。
　大正時代第一次世界大戦（1914-18）頃から昭和１０年頃までは、おおむね安定した好景気の時代で、
庶民文化が栄え、1926年国内最初の私設公開天文台である倉敷天文台が、山本一清氏主導で生まれ、
その後、山本氏の呼び掛けで、1960年頃まで各地で生まれることとなる。
その中で少し特異な位置ずけではあるが、宇宙を信仰対象とする三五教（あなないきょう）の存在もあった。静岡で生まれ、山本氏の助言を得て1957年頃より全国12か所に天文台を設立した。地元
との摩擦もあり現在は月光天文台（静岡県潟南町）のみとなったが、各地で天文普及活動を行った。
後のアマチュア天文家には、三五教の天文台で学んだ人も多い。
　戦後は理科教育の振興の為、理振法で充実した機材を利用し天文教育が盛んとなった。そして1957年は国際地球観測年として人工衛星が打ち上げられ、全世界的に宇宙ブームとなった。その裏側ではソ連の科学技術力に米国を中心とする西側諸国が危機感を持ち、より一層の科学技術振興策に資金を投じていくことになる。
　日本でも理科教育振興が叫ばれ、高校理科教育も15（または11）単位必須となり、その中に地学も２単位の必須授業として組み込まれた。
1969年の学習指導要領の改訂により、実験や観察を重視した経験主義教育が導入され、天体望遠鏡を使った天体観測が授業に組み込まれることとなった。ただ、1977年の改定でゆとり教育が導入され、理科の授業時間も減り、理科離れが進んだ。
ただ、その中で1986年のハレー彗星の回帰は世界中が注目することとなり、天文熱が再燃した。望遠鏡を求める人も多く、まだ彗星が暗い時期から観測会には長蛇の列ができた。ただ、ハレー彗星は当初の期待ほど明るくならず、明るくなったころには南半球でしか観測できない位置に行き期待倒れに終わった。その時売れた望遠鏡が、私どもに天体望遠鏡博物館に多く寄付として持ち込まれている。

各地の天文同好会のメンバーの構成をみると、ほとんどは1950年台以前の生まれであり、宇宙ブームに若い頃過ごした人々である。現在50歳(1968年生)くらいから以下の若年者はたいへん少ない。
ハレー彗星をも経験していないゆとり教育を受けた世代に天文に興味を持つものが少ないということ
だが、天文同好会での公開観測会は当時より充実しているように感じる。天体望遠鏡産業の安定期を
支えているのは、観測会を運営している世代の方と、少ないがそれに感化された子供たちであると
と推定している。

2 第一次宇宙ブームとムーンウォッチャー　（1957～）

　アメリカがロケット観測などを含む第三回国際極年を提案し、国際学術連合(ICSC)は国際地球観測年として世界各国が協力して地球物理学の諸問題を調査する国際科学研究プロジェクトを発動した。期間は１９５７年７月から１９５８年１２月。日本は南極観測を提案した。
　国際地球観測年においては、アメリカの威信にかけ人工衛星打上げの準備が行われた。
[image: ]その人工衛星の軌道観測の為、アメリカのケンブリッジに計算本部が設置された。人工衛星の飛行状態だけでも大気の影響など貴重な情報が得られるため、精密な観測用に新たに設計されたシュミットカメラが用意された。ただ、それで観測するには人工衛星をだいたいの位置を知り、概算の軌道計算が必要であった。人工衛星の補足について世界中に目的や方法が示され、天文関係者を中心に各国で観測班が組織された。1957年8月においては、アメリカ77、ブラジル4、チリ4、南ア4、ペルー3、カナダ2、オーストラリア2、台湾2、ニュージーランド2、スペイン2、コンゴ-、コロンビア、コスタリカ、キューバ、フランス各1、その他英、西独、イタリア、パキスタン、フィリピンで計画中。に対し、日本は63と、アメリカに次いで多かった。
この活動をムーンウオッチと呼んだ。
方法は、広い視野の小型望遠鏡（ムーンウォッチャー）を東西、または南北に視野角を重ねながら少しづつずらせた方向に向け、どこからくるか分からない衛星を待つ。という人海戦術、それも根気がいる作業であった。具体的には、毎日新聞、読売新聞、朝日新聞の後援をもらい機材（ムーンウォッチャー）を導入し、各地の公共天文台や学校、アマチュア天文同好会等で作ったグループのメンバーが寄り観測するものである。高校生の参加も多かった。
[image: ]観測は、衛星が太陽の光を反射して、かつ暗い対象でも見やすい日没直後か早朝日の出前になる。方法としては、南北（子午線方向）か東西に一列に望遠鏡を並べ、夫々の望遠鏡の視野が少し重なる程度にずらした複数以上の望遠鏡を設置し、夫々の望遠鏡の観測者が視野の中心に見える線（例えば子午線方向に望遠鏡を設置した場合、天頂と地軸の南北を結んだ線に合わせたレチクル）を通過した時間を正確に測定する。測定にはJJY（ラジオ電波にの
る時報）とテープレコーダーを利用し、　　　　　　　　　　　読売新聞1957.10.06　夕刊

観測者の声と同時に記録し、測定した。
　　ムーンウォッチャーはできるだけ広角で暗い星までよく見えるような低倍率の望遠鏡が適していた。また、当初対象としていたアメリカの人工衛星は、肉眼では見えない暗いものと予想されていた為、ある程度の集光力が必要で、口径３-5cm以上で5-10倍前後の視野角が広い望遠鏡が適しており、国内ではアストロ光学、日本光学工業、五藤光学研究所、日本精工（ユニトロン）等のメーカーで専用機が開発された。同じく世界中でも同等の望遠鏡が開発された。　　　
需要としては国内でも合計２千台近く生産されたものと推定する。
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　　　アストロ光学製		　　日本精光研究所(Unitron)製	ヨーロッパで使われた
									ムーンウォッチャー

実際は、ソ連のスプートニク１号がアメリカより早く特に予告も無く突然1957年10月4日に打ち上げられた。スプートニクの打上は全世界に衝撃を与え、スプートニクショックと呼ばれ、アメリカが先導した各国の観測チームはスプートニクを観測することとなった。アメリカのメンツは潰れ、スプートニクの技術は当時のアメリカをはるかに凌駕し、危機感を持ったアメリカとソ連との間で宇宙開発競争が過熱することとなる。地球観測年前から始まる宇宙開発競争とともに第一次宇宙ブームが始まった。












図８、天文現象と宇宙開発、国内イベント
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3． 考察

準備期においては、国内の天文学は特に成果は無かったものの山本一清博士を中心に、天文学に従事する研究者以外で、アマチュア天文家と言われる人々が育ち始めた。
黎明期Ⅰの時代、大正デモクラシーとして市民文化期が熟たタイミングで、五藤光学研究所が市民用として天体望遠鏡を販売し、これが時代と見事に合致し好調な販売を記録した。五藤斉三氏の時代をみるセンスが成功の要因と考える。まだ産業界と言えるほどのメーカーは存在していなかったが、光学普及社も活躍し、戦争までの短い期間を謳歌した。
黎明期Ⅱにおいては、占領下においても双眼鏡業界が早くから輸出を目指し、早くから品質向上と検査システムを構築し日本製光学機器としての品質を確保し1947年には輸出を開始した。天体望遠鏡においては軍需産業として生き残った五藤光学を中心に、まずはミネルヴァ光学、関西光学、日本精光らがまずは国内市場を目指し活動を開始したものの、比較的活発な活動をしていたミネルヴァ光学が数年で撤退することになったのは、国内のニーズがまだ立ち上がっていなかった時代であり 時期尚早であったためと思われる。日本精光が輸出の扉を開け、米国Unitron社の広告戦略や、小島修介氏の作ったアストロサービスセンターやアストロ光学の天体望遠鏡も同じく高性能低価格であり信頼を得たことが、後の日本製天体望遠鏡の海外展開に有利に働いたものと思われる。国内事情として、他の産業に対し圧倒的有利となったのは理振法の施行であり、市民のニーズもあったろうが、国策として天体望遠鏡が売られることとなり、学校関係に強かった五藤光学がほぼそのメリットを独占した。
　成長期には、科学教育が振興されてきた時代に宇宙開発競争が始まり、国民意識を加速した。それは海外でも同じで、黎明期Ⅱの後半で信頼を得始めた国産天体望遠鏡が、1＄360円の固定レートを背景として、そこそこの品質で安いとの評判で売れることとなる。特に大型反射望遠鏡がブームとなっていたアメリカに対しては、安価な日本製屈折望遠鏡は新鮮な目で見られ、OEM販売が盛んに行われるようになった。
ハレー彗星ﾌﾞｰﾑとプラザ合意により、産業界の好景気は終了することとなった。

　以上を考えると、国内や世界的に望遠鏡のニーズがでた時期に、タイムリーに品質の良い望遠鏡を提供できた望遠鏡産業界、国内に関しては五藤光学研究所、海外に対しては日本精光とアストロ光学の貢献が大きかったように考える。


Ⅲ.その他

1． 今後の展望
・統計資料を可能な限り調査する。
　　一通りチェックしたが、読み解けていない部分もある。年毎に変わる品目をできるだけ天体望遠鏡に近い品目に、複数以上の相互比較により、推定の根拠を明白にしながら、精度のよい推定データを作り、通した基本データを作りたい。地方に無いデータに対しては、国会図書館にこもることとなる。
・国民の天文熱の高まりに関する指標として、天文雑誌の発行部数等が良い目安になることが考えられた
が、各出版社に依頼したものの断られた。外部団体の資料を探す。
　　・統計的に各指標との関係を考える試みも試してみたい。
　　・ムーンウォッチ計画に関しては、情報を追加し「小型衛星の科学教育利用を考える会」9/8-9、高知市
にて発表する。
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望遠鏡	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	1.8117999999999999E-2	1.6469999999999999E-2	2.0885000000000001E-2	0.18230199999999999	1.4331690000000001	2.1601190000000003	5.4887329999999999	4.3194499999999998	8.9135999999999993E-2	0.62483900000000003	0.15987499999999999	0.17502500000000001	1.0020199999999999	0.94449400000000006	0.12933	0.32039000000000001	553.24	648.72400000000005	796.00300000000004	848.35900000000004	989.5	1174.7	1492.1	1236.0999999999999	1662.3	2079.6	3245.8	3341.4	3328.9	4827	4926.6000000000004	4057	5959.7	8446.2999999999993	8142	7654.2	9199	10825	10634	11372	13329	14291	12863	14310	16249	24605	17238	10822	10007	12462	11092	12836	11863	17746	15691	14938	13458	15326	18634	8670	11508	9285	7990	9328	8084	6874	7232	7624	9043	7674	8040	9584	9382	13664	13209	双眼鏡	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	0.193163	2.955886	9.8740999999999995E-2	0.227325	3.304068	5.5390780000000008	2.2352080000000001	2.1094840000000001	4.8595389999999998	1.727849	1.2799339999999999	3.389173	3.0522719999999999	3.8483899999999998	3.2560279999999997	23.861010999999998	2270.6669999999999	2830.7910000000002	3318.3429999999998	3709.1309999999999	4903.5	3749.1	4354.3999999999996	6121.9	5999.6	8519.7000000000007	10186.5	8369.5	8565.1	8149.7	9016.9	8299.7999999999993	10853.1	11814.4	12274.7	12369.9	15562	17552	17895	15408	17683	19960	22191	21313	24500	26187	22675	21514	19478	22898	26331	29813	25869	22829	17085	13736	11962	12449	11185	7515	6850	5925	5187	5114	3672	4221	3755	5101	4588	5308	4165	3674	2610	3428	2412	望遠鏡＋双眼鏡	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	0.211281	2.972356	0.119626	0.40962699999999996	4.7372370000000004	7.6991970000000016	7.7239409999999999	6.4289339999999999	4.9486749999999997	2.3526880000000001	1.4398089999999999	3.5641980000000002	4.0542920000000002	4.7928839999999999	3.3853579999999996	24.181400999999997	933.471	1163.3130000000001	1362.126	1368.575	2053.2979999999998	2186.4870000000001	2823.9070000000002	3479.5150000000003	4114.3459999999995	4557.49	5893	4923.8	5846.5	7358	7661.9000000000005	10599.300000000001	13432.3	11710.9	11894	12976.7	13943.5	12356.8	16812.8	20260.699999999997	20416.7	20024.099999999999	24761	28377	28529	26780	31012	34251	35054	35623	40749	50792	39913	32336	29485	35360	37423	42649	37732	40575	32776	28674	25420	27775	29819	16185	18358	15210	13177	14442	11756	11095	10987	12725	13631	12982	12205	13258	11992	17092	15621	顕微鏡	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	4.9561999999999995E-2	9.4171999999999992E-2	7.2075999999999987E-2	0.54749999999999999	0.26172699999999999	0.32883400000000002	0.39147399999999999	0.55349800000000005	0.42847199999999996	0.54933500000000002	2.0369860000000002	4.150531	4.8040479999999999	2.7015959999999999	1.7238279999999999	8.0041329999999995	545.77	537.26099999999997	527.25	737.85400000000004	1100.3499999999999	1061.9390000000001	1771.261	2430.9	3079.2	3079.1	3380.8	4490.8	5334.4	6531.7	7016	8071.2	10182.4	9791	10666	10844	15983.4	19678.400000000001	16092.4	15998	21794	25068	25973	29617	39572	36346	41644	50633	62828	46774	43740	49262	54423	55878	55705	50335	39269	44585	46964	44502	50402	49704	49233	45086	43146	37755	35598	39070	42419	43563	49918	48106	44525	49840	31379	17334	24796	21737	
望遠鏡	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	1.5525278491859466E-2	1.5641025641025642E-2	2.2289220917822837E-2	0.19291216931216931	1.4759721936148302	2.201956167176351	5.4887329999999999	4.2389106967615309	8.1254329990884222E-2	0.52200417710944025	0.11534992784992786	9.7290161200667052E-2	0.47760724499523355	0.34596849816849817	9.948461538461538E-3	6.3318181818181815E-3	1.8429047301798802	2.1001100679831666	2.5504742069849407	2.6829822896900697	3.0167682926829267	3.404927536231884	4.0524171645844644	3.1112509438711298	4.0220179046697311	4.6922382671480145	6.989233419465978	6.9108583247156155	6.5208619000979438	8.9571349044349606	8.5250043260079611	6.6042650170926258	9.2570674122398255	11.739124391938846	9.2271078875793293	7.7408980582524274	8.4988411810977897	9.2608208918741877	8.7156178138713667	8.9950461933430983	9.7782207354494695	10.004460338985764	8.7558540266367935	9.5683222338120846	10.614196182946813	15.763428224164945	10.969237482273371	6.8864768553870768	6.3181659108210395	7.6965834136218785	6.6474889128610819	7.4483394344527571	6.7658887291949803	9.9903813365760143	8.7811152896631999	8.3679845326009374	7.5314670555278411	8.4187909435336294	10.176698404970775	4.7487371129180671	6.3461302124200003	5.1604466591080156	4.4802781248998693	5.2461250212910917	4.5464917101326314	3.8775319434237159	4.0673216288569014	4.2877848587396317	5.0161019877079704	4.3159051686736536	4.5533980582524274	5.4441642078338575	5.3294186767422005	7.7385113268608414	7.277067356730007	双眼鏡	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	0.1655209940017138	2.8071092117758787	0.10537993596584844	0.24055555555555558	3.4027476828012357	5.6463588175331303	2.2352080000000001	2.0701511285574097	4.429844120328168	1.4434828738512948	0.92347330447330445	1.8839205113952195	1.4548484270734032	1.4096666666666666	0.25046369230769228	0.47156148221343869	7.5638474350433045	9.1641016510197488	10.632306952899711	11.730332068311196	14.949695121951219	10.86695652173913	11.826181423139598	15.40875912408759	14.516331962255022	19.223149819494587	21.934754521963825	17.310237849017579	16.777864838393732	15.122842827982929	15.602872469285343	13.51098811655543	16.857875116495808	16.420291869353719	13.910584768812331	12.510012135922331	14.377537391047266	15.015790142649029	14.666727551178118	12.187449151163424	12.97233680433288	13.973061952708406	15.105430825242719	14.250849180240179	16.003926794399465	16.776951632034443	14.42902076288135	13.690229446201956	12.297915020582812	14.141900738654613	15.780294857964762	17.299574911135871	14.754006198730924	12.851933705212094	9.5612360412909165	7.6946469098812749	6.6942642976834623	6.8384137058625969	6.1085312686271394	4.1161198850725809	3.7774584597738095	3.2930152348104462	2.9085359992309914	2.8761453000517414	2.0651555615545552	2.3810099408192471	2.111835276045031	2.8688340194688959	2.5449381753405032	2.9852521025957457	2.3588187702265371	2.0870053526274619	1.4826031492535861	1.9414239482200646	1.3288126629141326	望遠鏡＋双眼鏡	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	0.18104627249357325	2.8227502374169045	0.12766915688367128	0.43346772486772484	4.8787198764160662	7.8483149847094822	7.7239409999999999	6.309061825318941	4.5110984503190519	1.9654870509607352	1.0388232323232323	1.9812106725958867	1.932455672068637	1.7556351648351649	0.26041215384615379	0.47789330039525685	4.2449795361527967	4.5530841487279847	5.1188500563697854	4.7818832983927324	6.8035056328694488	7.3520073974445204	9.4067521652231854	11.264211719002915	13.18278115988465	14.413314358001266	17.966463414634145	14.271884057971015	15.878598587724063	18.520010067958722	18.538349866924754	23.915388086642601	28.9239879414298	24.221096173733194	23.298726738491673	24.079977732417891	24.127876795293304	20.115253133648054	26.114942528735632	28.159416261292559	23.137692656391661	20.250910194174757	22.876378572145057	24.276611034523217	23.382345365049485	21.182495344506524	22.750557539782349	23.977522291694171	23.861284851879514	23.819171414052263	26.618122977346278	32.540379856199387	25.398258245154722	20.576706301589034	18.61608093140385	21.838484152276489	22.427783770825844	24.747914345588629	21.519894927925904	22.842315041788108	18.342351330954116	16.062631442482211	14.225731353211303	15.257204649396227	16.285229673597915	8.864856997990648	10.12358867219381	8.4534618939184618	7.3888141241308603	8.1222703213428336	6.611647271687187	6.2585418842429634	6.1791569049019328	7.1566188782085272	7.5610401630484736	7.3011572712693988	6.9122168284789645	7.5311695604613194	6.812021825995787	9.679935275080906	8.6058800196441396	顕微鏡	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	4.2469580119965718E-2	8.9432098765432094E-2	7.6922091782283861E-2	0.57936507936507942	0.26954376930998969	0.33520285423037721	0.39147399999999999	0.54317762512266943	0.39058523245214216	0.45892648287385129	1.4696868686868689	2.3071322957198444	2.2898226882745472	0.98959560439560434	0.13260215384615384	0.1581844466403162	1.906953179594689	1.7801888667992045	1.7728648285137862	2.4578747501665559	3.5621560375526058	3.4025600768984301	5.6017109424414926	7.4112804878048779	8.9252173913043471	8.3625746876697455	8.5094387113012839	10.865714977014276	12.03610108303249	14.064814814814815	14.510858324715615	15.810381978452497	18.894785674522176	16.942377573974738	17.362852026697055	16.843740292016154	22.214593467685891	22.300997280145062	16.274676375404532	14.780352344298558	18.644834227945132	20.545712559538032	20.544172949322924	21.727178597179602	27.702505390409673	24.740750248941996	27.845088127524139	33.074564301258292	40.25135819824569	29.764190393076614	27.83353332606087	31.102776966010396	33.611872822945237	33.487953973390866	32.323913072311534	28.707831845572731	22.107082424546576	24.950992619312586	26.308342856411194	24.904543535822558	27.686539288528124	27.145144226718223	26.965925522525399	24.862845564578389	23.979820307363966	21.170575795443625	20.020535860626104	21.973210182444571	23.927993527508089	24.500101233115764	28.074192625729925	26.684131617901098	25.041135996246339	28.226537216828479	17.824752574876733	9.8465298809048498	14.04304207119741	11.975290569554105	

生産	1912	1913	1914	1915	1916	1917	1918	1919	1920	1921	1922	1923	1924	1925	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	10	20	30	40	50	60	70	80	142	59	148	79	151	46	44	169	190	85	363	416	458	539	860	843	674	425	191	105	238	248	271	208	163	104	160	80	154	348	418	570	560	600	624	790	968	1856	2542	3270	2810	輸入	1912	1913	1914	1915	1916	1917	1918	1919	1920	1921	1922	1923	1924	1925	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	2	7	3	1	2	1	0	3	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	輸出	1912	1913	1914	1915	1916	1917	1918	1919	1920	1921	1922	1923	1924	1925	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	0	0	0	4	5	6	7	4	7	2	7	3	7	2	2	8	9	4	18	20	22	26	43	42	33	21	93	27	17	2	5	2	18	2	0	10	166	333	460	355	441	492	601	926	1142	1445	1988	2394	2031	

望遠鏡生産	1912	1913	1914	1915	1916	1917	1918	1919	1920	1921	1922	1923	1924	1925	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	12	24	36	48	60	72	84	96	171	71	178	95	182	56	53	203	228	103	436	500	550	647	1032	1012	809	511	230	127	286	298	326	250	200	125	193	96	184	417	501	684	672	720	748	948	1161	2227	3050	3924	3372	望遠鏡輸出	1912	1913	1914	1915	1916	1917	1918	1919	1920	1921	1922	1923	1924	1925	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	0	0	0	5	6	7	8	4	8	3	8	4	9	2	2	10	11	5	21	25	27	32	51	50	40	76	21	24	26	23	14	19	9	1	0	5	83	153	212	229	345	411	632	1055	1376	1716	2246	2724	2404	顕微鏡生産	1912	1913	1914	1915	1916	1917	1918	1919	1920	1921	1922	1923	1924	1925	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	0	0	0	0	0	0	0	5	10	4	10	5	11	3	3	12	13	11	26	24	16	69	85	99	134	85	104	349	634	682	354	250	170	123	123	150	180	220	267	328	191	326	339	322	482	655	665	986	1568	顕微鏡輸出	1912	1913	1914	1915	1916	1917	1918	1919	1920	1921	1922	1923	1924	1925	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	2	6	6	4	34	51	52	56	40	17	20	28	10	15	3	14	0	0	0	6	43	55	42	90	146	160	191	326	371	448	680	915	カメラ生産	1912	1913	1914	1915	1916	1917	1918	1919	1920	1921	1922	1923	1924	1925	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	2	2	2	2	3	3	4	3	2	1	1	2	3	7	7	7	11	15	27	54	45	49	65	71	116	195	205	225	228	223	146	62	32	14	22	58	141	170	211	269	442	766	1080	1171	1436	1699	1523	2028	2045	カメラ輸出	1912	1913	1914	1915	1916	1917	1918	1919	1920	1921	1922	1923	1924	1925	1926	1927	1928	1929	1930	1931	1932	1933	1934	1935	1936	1937	1938	1939	1940	1941	1942	1943	1944	1945	1946	1947	1948	1949	1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	0	1	1	1	2	3	7	13	16	8	4	6	4	2	0	0	0	1	63	230	83	68	79	127	149	234	497	696	670	776	781	

重量	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1331.463	531.71699999999998	705.50199999999995	900.05499999999995	824.928	449.70800000000003	663.86300000000006	699.43600000000004	648.31600000000003	784.7	927.553	1077.0239999999999	1000.7859999999999	838.95399999999995	1788.2249999999999	4454.9040000000005	2147.4639999999999	650.60400000000004	金額	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	15.0159	7.5454499999999998	8.2863199999999999	10.097060000000001	15.038119999999999	9.1758100000000002	12.04129	13.2133	11.33024	14.151	18.356670000000001	23.383880000000001	23.970600000000001	20.21529	40.121510000000001	100.69698	45.56297	12.889849999999999	
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財務省貿易統計　品別国別月報からの抜粋

台数 重量 金額 重量 金額 重量 金額

個 ｋg (千円） ｋg (千円） ｋg (千円）

1970 248,672 1,128,472 1,387,979 202,991 113,611 1,331,463 1,501,590

1971 155,481 513,949 683,578 17,768 70,967 531,717 754,545

1972 154,304 691,977 776,483 13,525 52,149 705,502 828,632

1973 121,441 568,928 725,862 331,127 283,844 900,055 1,009,706

1974 159,169 802,791 1,423,080 22,137 80,732 824,928 1,503,812

1975 100,365 433,054 851,068 16,654 66,513 449,708 917,581

1976 127,760 644,076 1,132,383 19,787 71,746 663,863 1,204,129

1977 105,027 687,226 1,261,751 12,210 59,579 699,436 1,321,330

1978 119,767 638,958 1,097,093 9,358 35,931 648,316 1,133,024

1979 137,507 767,871 1,350,244 16,829 64,856 784,700 1,415,100

1980 172,711 916,807 1,763,219 10,746 72,448 927,553 1,835,667

1981 187,356 1,065,385 2,262,070 11,639 76,318 1,077,024 2,338,388

1982 224,845 989,412 2,331,337 11,374 65,723 1,000,786 2,397,060

1983 180,437 820,949 1,887,341 18,005 134,188 838,954 2,021,529

1984 411,859 1,759,431 3,834,547 28,794 177,604 1,788,225 4,012,151

1985 962,477 4,334,578 9,587,725 120,326 481,973 4,454,904 10,069,698

1986 448,526 2,051,696 4,192,536 95,768 363,761 2,147,464 4,556,297

1987 152,825 623,874 1,167,619 26,730 121,366 650,604 1,288,985

①品名：861-321

望遠鏡、子午儀、赤道儀その他天体観測用の機器

（電波観測用のものを除く。）

②品名：861-322

天体観測用の部分品及び付属品並びにその台そ

の取付具



①品名：90.06-010

天体観測用の機器

②品名：90.06-020

天体観測用の部分品及び付属品並びにその取付

具



備　考

西暦

天体望遠鏡関連の輸出量及び額

①天体望遠鏡類 ②その付属品 合計
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1926 T 15

1927 S 2

1928 S 3

1929 S 4

世界恐慌

1930 S 5

世界恐慌

1931 S 6

満州事変

1932 S 7

上海事件

1933 S 8

国連脱退

1934 S 9

1935 S 10

1936 S 11

1937 S 12

支那事変

1938 S 13

支那事変、国家総動員法施行

1939 S 14

第二次世界大戦

1940 S 15

第二次世界大戦

1941 S 16

太平洋戦争

1942 S 17

太平洋戦争

1943 S 18

太平洋戦争

1944 S 19

太平洋戦争

1945 S 20

太平洋戦争

1946 S 21

（連合国の占領）

1947 S 22

新憲法

1948 S 23

1949 S 24

360円/＄決定

1950 S 25

朝鮮戦争

1951 S 26

朝鮮戦争

1952 S 27

サンフランシスコ条約

1953 S 28

1954 S 29

1955 S 30

1956 S 31

1957 S 32

（スプートニクショック）

1958 S 33

1959 S 34

1960 S 35

1961 S 36

1962 S 37

1963 S 38

1964 S 39

1965 S 40

1966 S 41

1967 S 42

1968 S 43

1969 S 44

1970 S 45

1971 S 46

ニクソンショック　360→308円/＄

1972 S 47

1973 S 48

第一次石油ショック

1974 S 49

1975 S 50

1976 S 51

1977 S 52

1978 S 53

第二次石油ショック

1979 S 54

1980 S 55

1981 S 56

1982 S 57

1983 S 58

1984 S 59

1985 S 60

プラザ合意

1986 S 61

（ハレー彗星回帰）

1987 S 62

1988 S 63 安定期

1989 H 1

1990 H 2

1991 H 3

1992 H 4

1993 H 5

1994 H 6

1995 H 7

1996 H 8

1997 H 9

1998 H 10

1999 H 11

2000 H 12

西暦
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通称 ブランド名 社名 全盛時の住所 現社名

A アスコ ASKO 旭精光研究所 愛知県刈谷市 アスコe-shop

A アストロ ASTRO アストロ光学㈱ 東京都中野区

A アストロ ASTRO/ROYAL アストロ光学工業㈱ 東京都中央区/豊島区アストロ光学工業㈱

A 愛和商会 愛和商会 東京都荒川区

A 足立光学 ㈲足立光学レンズ製作所 東京都武蔵野市

C カートン Carton カートン光学㈱ 東京都大東区 カートン光学㈱

C クリアー光学 Clear ㈱クリアー光学 大阪市此花区

C コピター copitar ㈱コピター 東京都荒川区

C コスモ Cosmo クツワ㈱コスモ光学器部 東京都墨田区

D 大一光学 DAKOSCO 大一光学㈱ 東京都台東区

D ダウエル DAUER ㈱成東商会 東京都文京区

E エイコー EIKOW ㈱エイコー 東京都文京区

E 映光社 ㈱映光社 東京都台東区

G 五藤光学 五藤光学研究所 東京都府中市 ㈱五藤光学研究所

H 原製作所 HARA 原製作所 京都府舞鶴市

H 細井光学 細井光学 福島県須賀川市

J JSO JSO 日本特殊光学 愛知県幡豆町

K カンコー KANKO 関西光学工業㈱ 京都市東山

K ケンコー KENKO ㈱ケンコー 東京都中央区

K ケプラー KEPLER ㈱ケプラー 東京都台東区

K コル KOL ㈱キング商会 大阪市南区 オルビィス㈱

K 光洋 KOYO ㈱光洋 東京都千代田区

K 国際光学 VEGA 国際光学㈱ 東京都武蔵野区

K コダマ科学社 コダマ科学社 大阪市住吉区

K 清原光学 清原光学研究所 東京都新宿区

L レリア LAELIA レリア光学研究所 東京都千代田区

M ミネルヴァ光学MINERVA 日本ミネルヴァ光学 東京都世田谷区

M ミザール ミザール 日野金属産業㈱ 東京都目黒区 ミザールテック

M 三鷹光器 MITAKA 三鷹光器㈱ 東京都三鷹市

N ニコン Nikon 日本光学工業㈱ 東京都千代田区

N 西村製作所 NISHIMURA ㈱西村製作所 京都市左京区 ㈱西村製作所

N NTK NTK 日本特殊光機製作所 大阪市住之江区

N ニコー ニコー 二光通販㈱ 東京都江戸川区

N ニコー技研 ニコルス 二光技研㈱ 東京都江戸川区

N ニッケイ光学 ニッケイ光学㈱ 東京都板橋区

P パノップ PANOP ㈱パノップ光学ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 東京都足立区

P ペンタックス PENTAX 旭光学工業㈱ 東京都板橋区

P プリンス PRINCE 宮城産建㈱ 東京/大阪？

R 理科教材社 理科教材社 愛知県幡豆郡

R ルーフエー ルーフエー光学 群馬県桐生市

S ３TK ３TK 三東光学センター 東京都台東区

S 島津製作所 Shimadze ㈱島津製作所 京都市中央区

S スリービーチ スリービーチ/３B㈱スリービーチ　ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ東京都台東区

S 三光科学 三光科学研究所 広島市

S 双眼光学 日本双眼光学 札幌市東区

T 天体光機 T.T.K.K 天体光機研究舎 滋賀県大津市

T 東和パノップ TOPIC 東和パノップ 東京都台東区

T 東和光器 TOWA ㈱東和光器製作所 東京都台東区

T タカハシ TS/タカハシ ㈱高橋製作所 東京都板橋区

T 東京オプチック 東京オプチック㈱ 東京都中央区銀座

U ユーハン U・HAN ユーハン工業㈱ 京都府福知山市

U 宇治天体精機 UJI 宇治天体精機 京都府宇治市

U UNITRON UNITRON/POLALEX日本精光研究所 東京都世田谷区

V ビクセン AD-VIX/Vixen ㈱ビクセン開発工業 東京都新宿区

V ビクセン VIXEN ㈱光友社 東京都新宿区

V ビクセン VIXEN ㈱ビクセン 東京都新宿区

Y 山本製作所 SYW/サテライト ㈱山本製作所 東京都板橋区
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天体望遠鏡メーカーの動向

（斜字の項目の年は推定）

1922 T 11 日本光学工業（Nikon)。一般向けに天体望遠鏡販売開始

1926 T 15 西村製作所、反射望遠鏡発売

1927 S 2 五藤光学研究所（G)市民向け天体望遠鏡発売

1928 S 3

1929 S 4

1930 S 5

1931 S 6

1932 S 7 光学普及社(ﾀﾞｳｴﾙ)光学機器販売開始

1933 S 8

1934 S 9

1935 S 10

1936 S 11

1937 S 12

1938 S 13

1939 S 14

1940 S 15 関西光学研究所設立。G社望遠鏡製造中止

1941 S 16

1942 S 17 ミネルバ光学（M)広告開始

1943 S 18

1944 S 19

1945 S 20 日本光学機器工業組合創立（終戦数ヶ月後）

1946 S 21 光学精機工業協会設立（1954望遠鏡部会は日本望遠鏡工業会と改称）

1947 S 22 双眼鏡の輸出開始

1948 S 23 G社望遠鏡製造再開

1949 S 24 日本精光研究所(U)望遠鏡販売開始

1950 S 25 M社活動停止

1951 S 26 小島修介氏ｱｽﾄﾛｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ設立、U社日本初輸出開始 (財)日本望遠鏡検査協会設立

1952 S 27 旭光学（P) 望遠鏡製造開始

1953 S 28

1954 S 29

小島修介氏アストロ光学（A)設立。

光友社(後のﾋﾞｸｾﾝ）望遠鏡販売開始

理科教育振興法施行

光学精機工業協会望遠鏡部会が

1955 S 30

1956 S 31

1957 S 32 日野金属産業（ﾐｻﾞｰﾙ）、ケンコー望遠鏡販売開始,

1958 S 33

1959 S 34

1960 S 35

1961 S 36

1962 S 37

1963 S 38

1964 S 39 カートン光学望遠鏡製造販売開始

1965 S 40 エイコー販売開始

1966 S 41

1967 S 42 高橋製作所自社ﾌﾟﾗﾝﾄﾞ望遠鏡発売。ケンコー望遠鏡販売開始

1968 S 43

1969 S 44

1970 S 45

1971 S 46

1972 S 47

1973 S 48

1974 S 49

1975 S 50

1976 S 51

1977 S 52

1978 S 53

1979 S 54

1980 S 55

1981 S 56

1982 S 57

1983 S 58

1984 S 59

1985 S 60

1986 S 61 日野金属産業・エイコー合併し㈱ミザール

1987 S 62 山本製作所等中小のメーカーの撤退

1988 S 63 安定期

1989 H 1

1990 H 2

1991 H 3

1992 H 4

1993 H 5

1994 H 6

1995 H 7

1996 H 8

1997 H 9

1998 H 10

1999 H 11

2000 H 12 カートン光学市販望遠鏡販売終了

成長期

西暦
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西暦 天文現象と宇宙開発

1921 T 10 東亜天文学会　山本一清らで設立

1926 T 15 倉敷天文台設立

1927 S 2

1928 S 3

1929 S 4

1930 S 5

1931 S 6 東京天文台に65㎝屈折据付

1932 S 7

1933 S 8

1934 S 9

1935 S 10

1936 S 11 北海道の北東部から知床半島にかけて皆既日食 北海道の北東部から知床半島にかけて皆既日食

1937 S 12

1938 S 13

1939 S 14

1940 S 15

1941 S 16 米国で「SKY&TELESCOPE」創刊。英語圏に拡大  石垣島を中心に西表島や与那国島などで皆既日食

1942 S 17 ドイツ　ロケット兵器開発成功

1943 S 18 北海道のほぼ中央を中心食帯が通過した金環食

1944 S 19

1945 S 20

1946 S 21

1947 S 22

1948 S 23 礼文島、羅臼岳等北海道北部で見られた金環皆既食

1949 S 24 知人書館「天文と気象」発刊　（後に「月刊　天文」、2006年休刊）

1950 S 25

1951 S 26

1952 S 27

1953 S 28

1954 S 29

1955 S 30

1956 S 31

1957 S 32 初の人工衛星スプートニク１号打上成功。宇宙開発競争

1958 S 33 トカラ列島で見られた金環食

1959 S 34 ルナ１号月面観測

1960 S 35

1961 S 36 ボストーク１号有人宇宙飛行成功

1962 S 37

1963 S 38

1964 S 39 北海道を中心に日本本土で見られた皆既日食

1965 S 40 池谷・関彗星、近日点通過 誠文堂新光社「月刊　天文ガイド」創刊

1966 S 41

1967 S 42 川崎天文同好会が第一回アマチュア天文研究発表大会を開催

1968 S 43

1969 S 44 アポロ１１号月面着陸

1970 S 45 ベネット彗星 日本初の人工衛星打上

1971 S 46

1972 S 47 ジャコビニ流星群フィーバー空振

1973 S 48 米国で月刊「Astronomy Magazine」創刊

1974 S 49 コホーテク彗星接近（期待程ではなかった）

1975 S 50 アポロ／ソユーズドッキング。宇宙開発競争修了

1976 S 51 ウエスト彗星　接近（期待以上に明るくなった）

1977 S 52

1978 S 53 季刊「星の手帖」創刊

1979 S 54

1980 S 55

1981 S 56 スペースシャトル打上成功

1982 S 57

1983 S 58 立風書房「スカイウォッチャー」創刊（2009～星ナビ）

1984 S 59

1985 S 60

1986 S 61 ハレー彗星フィーバー（期待外れ）

1987 S 62 沖縄本島を中心食帯が通過した金環食

1988 S 63

1989 H 1

1990 H 2

1991 H 3

1992 H 4

1993 H 5 季刊「星の手帖」休刊

1994 H 6

1995 H 7

1996 H 8 百武彗星が巨大彗星として驚かれた

1997 H 9

1998 H 10

1999 H 11

2000 H 12 しし座流星群

2001 H 13



国内イベント


image1.png
EER
(BAM)

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

WEEDAEEDHR v EEER

Wil I fE
25.0
L“a*fﬁﬁ
BELAR
20.0
[\V 15.0
/\ ) {78 IE (B
A 100 —spEE
e
f L 50
H“H‘I‘l‘ H""H‘Tuulvl?l?l? AL, AL, L, “” - 00
O W O N & VU 0O N < © 0O N < © 0O N O 0O N V0O S © WO N © WO N & VW W O N <
NN OO ;O MmO M S ST ST NN LN N O OO O ORIMNSNININIERNOGWNOMW®OW®NOHD DD DD O O OO0 O o d o
PR EEEEEEEEEEEEEEEEE R EEEEEEEEEEEEEEEER R
222222222222 22222222222222222A22322222A2IRJIRKLRKRRK

) RAREEHOBEEIRNVA. SELLTERROEZERA

CEERHG, BEL TEMHARTERONEEH ) ERELH. 1<12L1950-55[XMZiRFE MR | DT -90 S DHEEE
- 49014 IF {8 = (£ 7%8/1,000,000) /49l 4k . Wil fE 2k(%1926-19751% B $R19355F E #£1976-2015 X FEH 2010 HEET D E
+~1928, 43,44, 47-49|Z D\ TR BT HT— 45




